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下の予想外の影響

I T革 命のなかで最 も身近なもの

は、携帯電話 とインターネットだと

思う。筆者がマニラに赴任する前の

1994年にはほとんど見かけなかった

携帯電話 も、 1年 後に帰国したら爆

発的に普及 していた。ウインドウズ

95が発売された年でもあるから、95

年こそが IT元 年 と言ってもいいだ

ろう。

今では手放すことのできない携帯

1七話だが、最近の新聞報道によると、

若い|IL代は会話よリメールの利用が

多いという。

ITが 、思わぬ方向に発展 したり、

予想外の効果をもたらすことはよく

ある。

卜Tの 影響を考える3つ の視点

ITが 物流にlJえる影響について

は、 3つ の視点がありそうだ。

第 1は 、 ITに よって物流量が増

えるか減るかについての、「代替 。相

乗 ・補完効果」である。代替効果 と

は ITに よって輸送距離が短縮 した

り在庫が削減することであ り、相乗

効果 とは ITに よって受発注が活発

になって物流量そのものが増える場

合である。そして補完効果とは、物

流量には関与 しないが円滑化を促す

効果である。これらについては、連

載の第27回で書いた。
(1)

第 2は 、 ITが 物流に与える良い

影響と悪い影響という意味で、「プラ

ス効果 ・マイナス効果」である。こ

れについては、特に作業効率の向上

に迫いつけずに思考能力が低下する

恐れを、連載の第 3「|で考 えてみ

た。
(2)

そ して第 3が 、今1可取 り上げる

「直接効果 ・間接効果Jで ある。

・ 直接効果 と間接効果

直接効果と問接効果を考えるため

に、物流情報システムと物流ii fl動を

整J llしてみたい。

物流情報システムは、(1)1命送情報

システム (配送i:卜い|liや11物迫1/11Nなど)

②保管情報システム (人出力111ll llや

スペースロケーシヨンなど)0流 通

加:11・包装 ・荷役liT報システム (検

品、包装、ピッキングシステムなど)

一一の3つ に分類できる (表1)。

表 1 物流情報システムの種類

輸送情報システム

配送計画、貨物追跡、MCA無 線など

保管情報システム

そして ITの 影響を受ける物流活

動は、①輸送活動 (輸送頻度と小日

輸送の減少)② 保管活動 (在庫と入

出庫頻度の減少)0流 通加:E・包

装 ・荷役活動 (各作業の減少)一 ―

の3つ に分類できる (表2).

このとき直接効果とは、配送管理

システムを導入することで、輸送距

離や輸送 トン数が減少するような場
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